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施設名

演題名
親身な対応

～音楽レクリエーションによって幸せホルモンは分泌されるのか？

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

生活の中に楽しみを得ることを目的に2019年より音楽レクリェーションを取り入れてきたが、実際にどのよう
な効果をもたらしているか評価していなかったためこの機会に検証することとした。
日常生活の楽しみの1つとして音楽レクリエーションに参加しすることで笑顔が増えて幸せホルモン分泌につ
ながると考えた。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 6

織田　真由 看護師

伊藤　憲次 看護師

中村　眞規 事務

リーダー名
（職種）

回

活動期間
ケアワーカー

看護師

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）スマイルスコア
　　　　　　唾液アミラーゼ測定
（目標値）笑顔度UP
　　　　　　唾液アミラーゼ数値の低下

スタッフの対応の工夫として、参加者の表情や身体・認知機能に配慮した関わりを持ち、参加者全員が楽しこ
とのできる時間を提供する。
音楽レクの構成として、参加者が一緒に歌うことができる馴染みのある歌の選曲や簡単な手足を動かすリズ
ム運動を取入れることで参加しやすいレクレーションとする。

（実施前）
難聴者や認知症の利用者が十分に楽しめていない
（実施後）
難聴者や認知症の利用者にも笑顔が見られるようになった。
スマイルスコアの客観的評価では、全体的に開催前より開催後には笑顔度が高くなった。
唾液アミラーゼ測定で開催後に数値が下がるとういう結果は認められなかった。

温かいまなざしで常に観察し、愛情をもった親身な対応が利用者の笑顔を引き出すことにとても効果的であ
ることが分かった。今後も効果を確認しながら音楽レクリエーションを通して日常生活に楽しみを取り入れ、た
くさんの笑顔を引き出せるように継続する。

武藤
むとう

　久子
ひさこ

（歯科衛生士）介護老人保健施設　ライフサポートねりま

③患者サービス・患者満足度の向上をめざすもの

②支援部門

④その他

ケアワーカー

リタ　フタガルン

菊池　敏子

増山　友惟

10/11～10/31(火・水）

取り組種別 課題達成型

武藤　久子（歯科衛生士）

横山　綾香

村松　剛 事務

久保　麻美 介護福祉士

岡崎　沙織 介護福祉士

歯科衛生士

薬剤師芳野　郁子

正田　和代 事務

介護福祉士

Happy Song  Happy Smile  Happy Life
はっぴー　そんぐ　　はっぴー　すまいる　はっぴー　らいふ

③テーマに合わせて形成したチーム活動

④組織全体で取り組んだ活動 武藤　久子


